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当社のコーポレート・ガバナンスの状況は以下のとおりです。

Ⅰコーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方及び資本構成、企業属性その他の基本情報

１．基本的な考え方

　当社は創業以来、経営者の強いリーダーシップのもと、経営環境に合わせて、これに適応した戦略を実践してきました。当社はこのリーダーシッ
プとともにコーポレートガバナンスを強化することにより、迅速かつ果断な意思決定が促進され、同時に経営の透明性、公正性を確保することがで
きると考えています。

　このような認識のもと、コーポレートガバナンスの強化を重要な経営課題の一つと位置づけて、その維持・向上に取り組み、持続的な成長と中長
期的な企業価値の向上に努めています。

【コーポレートガバナンス・コードの各原則を実施しない理由】

　当社は、コーポレートガバナンス・コードの各原則について、すべてを実施しています。

【コーポレートガバナンス・コードの各原則に基づく開示】

======================================================================

　以下の更新を行いました。

　【原則1-4　政策保有に関する方針および政策保有株式の議決権行使の基準】

　【補充原則4-11-3　取締役会の実効性に関する分析・評価】

======================================================================

　当社は、コーポレートガバナンスに関する基本的な考え方について、取締役会の決議に基づき、「NISSHA株式会社　コーポレートガバナンス基
本方針」（以下、「コーポレートガバナンス基本方針」という）を定め、以下当社ウェブサイトにおいて開示しています。

　　https://www.nissha.com/company/governance/index.html

【原則1-4　政策保有に関する方針および政策保有株式の議決権行使の基準】

（1）当社は、企業価値を持続的に向上させるために、お客さま、サプライヤー、金融機関および地域社会などとの幅広い協力関係を構築すること
が不可欠と考え、必要と判断する企業の株式を保有しています。また、当該企業ごとに当社の資本コストなどを踏まえた採算性を精査し、中長期
的な視点に立った保有意義や合理性を検証し、年1回取締役会において保有意義や合理性について報告します。その結果、保有意義や合理性が
希薄となった株式については、市場への影響などに配慮しつつ段階的な縮減を進めるとともに、その検証内容の概要を開示します。

　2019年度取締役会で検証した結果、中長期的な視点に立った保有意義や合理性が認められた銘柄は、継続して保有する方針が確認されまし
た。その結果、2019年12月末時点で、当社グループが保有する政策保有株式は47銘柄（貸借対照表計上額19,277百万円）です。

（2）政策保有株式に係る議決権の行使については、当該企業および当社の中長期的な企業価値の向上に資するかという観点から議決権行使基
準を設け、財務担当役員が賛否を判断しています。その結果として、反対票を投じることがあります。（コーポレートガバナンス基本方針第2章3）

【原則1-7　株主の利益に反する取引の防止】

　当社は、取締役、監査役、執行役員およびその近親者などの関連当事者と当社との間の取引の有無に関する調査の確認を行うとともに、重要
な事実がある場合には取締役会の決議事項とし、当該取引の妥当性について十分に審議した上で意思決定を行います。また、当社が取締役との
間で法令の定める利益相反取引を行うにあたっては、必ず取締役会の承認を得ます。（コーポレートガバナンス基本方針第5章第2節5）

【原則2-6　企業年金のアセットオーナーとしての機能発揮】

　当社は、自社の企業年金を、受託者責任（スチュワードシップ活動を含む）を適切に果たすものと判断する生命保険会社や信託銀行などの運用
機関に委託しています。当社は、運用機関を管理する担当部門を設置しています。担当部門は運用機関から定期的に報告を受けるとともに、運
用の目標が十分達成できているか、必要に応じた資産構成の見直しが行われているか、利益相反が適切に管理されているか、議決権行使につ
いても適正な取り組みとなっているか等を確認し、年1回取締役会において報告します。（コーポレートガバナンス基本方針第3章1）

【原則3-1　情報開示の充実】

（1）Nissha Philosophy（企業理念体系）

当社グループは、私たちの使命や考え方の基盤、行動の原則を、Missionを頂点に据えたNissha Philosophyに定め、社内に浸透させています。

なお、Nissha Philosophyの詳細は、以下当社ウェブサイトをご参照ください。

　　　https://www.nissha.com/company/philosophy.html
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　（2）中期経営計画

　　当社グループは、さらなる企業価値の向上を図るため3カ年の中期経営計画を定め、中期ビジョンを掲げています。

　　

　（3）コーポレートガバナンスに関する基本的な考え方と基本方針

　　「コーポレートガバナンス基本方針」をご参照ください。

　（4）「取締役の報酬を決定するにあたっての方針と手続」

　　本報告書2．1．【取締役の報酬関係】　の「報酬の額又はその算定方法の決定方針」をご参照ください。

　（5）取締役の指名・選解任および監査役の指名・選任に関する方針と手続

　　取締役会が会社の重要な経営判断と取締役・執行役員の業務執行の監督の役割を果たすため、取締役それぞれの知見・経験・能力のバラン
ス、多様性を考慮します。監査役は、財務および会計ならびに法務に関する知見などを考慮します。また、社外取締役および社外監査役は、それ
ぞれ会社法に定める社外取締役および社外監査役の要件だけでなく、取締役会が定める「社外役員の独立性に関する基準」を満たす者としてい
ます。

　　万が一、取締役が会社の信用と名誉を傷つける行為や、著しく企業価値を毀損させる行為を行うなど、職務を適切に遂行することが困難と認
められる事由が生じ、正当な理由が認められると判断する場合は、取締役会は当該取締役を解任提案の対象とします。

　　株主総会に付議する取締役の選解任の議案は、上記の方針を踏まえた指名・報酬委員会の答申に基づき、取締役会が決定します。株主総会
に付議する監査役選任議案は、上記の方針を踏まえた指名・報酬委員会の答申に基づき、監査役会の同意を得たうえで、取締役会が決定しま
す。（コーポレートガバナンス基本方針 第5章第2節3、第3節2および第4節）　

　（6）（5）を踏まえた個々の指名・選任についての説明

　　社外取締役候補者および社外監査役候補者の選任理由は、株主総会招集通知および本報告書に記載しています。社内取締役候補者および
社内監査役候補者については、株主総会招集通知に選任理由を記載しています。（コーポレートガバナンス基本方針 第5章第2節3および第3節

2）　

　　本報告書2．1．【取締役関係】　、【監査役関係】のそれぞれ「会社との関係（2）」をご参照ください。

【補充原則4-1-1　取締役会から経営陣への委任の範囲の概要】

　取締役会は、業務執行機能の強化および迅速化を図るため、法令、定款および取締役会規程に従い、業務執行の意思決定を取締役または執
行役員に委任することができ、その委任する権限の範囲は取締役会の決議で定めます。（コーポレートガバナンス基本方針第5章第2節1）

【補充原則4-1-3　代表取締役社長の後継者計画に関する考え方と手続き】

　（1）当社が持続的な成長と中長期的な企業価値を向上し続けていくためには、当社の代表取締役社長をはじめとする経営幹部は、長期的な視
点を持ち経営にコミットメントするとともに、当社の企業文化を尊重し、経営環境の変化を敏感に感じ取り、目指す経営ビジョンの実現に強いリー
ダーシップを発揮できる人であるべきと考えています。そのため、代表取締役社長の後継者計画は、それらを実践する代表取締役社長が策定す
べきものと位置付けています。

　（2）代表取締役社長は、社外取締役が委員の過半数を占めかつ委員長を務める指名・報酬委員会において、経営幹部に求められる資質と選出
基準、選出された候補者とその評価、育成プランやその状況などを包括した後継者計画を十分に説明し、社外取締役は必要な助言を行います。
後継者の選定は、代表取締役社長が候補者を提案し、指名・報酬委員会において審議した後に取締役会に答申し、取締役会がその答申を受け
て決定します。社外取締役をそのプロセスに関与させることにより、後継者計画の実効性を高め、後継者の選定の客観性・公正性を確保します。

　（3）なお、不測な事態が発生した場合に備えて、当社は株主総会および取締役会の招集権者や議長の代行順位者を定めており、毎年、株主総
会後の取締役会において当該代行順位者を選定します。（コーポレートガバナンス基本方針第5章第2節2）

【原則4-9　社外役員の独立性判断基準】

　本報告書の2．1．【独立役員関係】をご参照ください。

【補充原則4-11-1　取締役会全体としての知識・経験・能力のバランス、多様性および規模に関する考え方】

　当社の取締役会は、12名以内の適切な人数で構成し、取締役は会社の重要な経営判断と取締役・執行役員の業務執行の監督の役割を果たす
ため、その知見・経験・能力のバランス、多様性を考慮します。

　また、社外取締役は複数名とし、会社法に定める社外取締役の要件だけでなく、取締役会が定める「社外役員の独立性に関する基準」を満たす
者としています。（コーポレートガバナンス基本方針第5章第2節3）

【補充原則4-11-2　取締役および監査役の兼任状況】

　取締役および監査役の重要な兼任の状況は、株主総会招集通知に記載しています。　（コーポレートガバナンス基本方針第5章第2節3、第3節
2）　　

　なお、「第101期定時株主総会招集ご通知」は、以下当社ウェブサイトをご参照ください。

　　https://www.nissha.com/ir/stock/meeting.html

【補充原則4-11-3　取締役会の実効性に関する分析・評価】

　当社は、「コーポレートガバナンス基本方針」に基づき、年に一度、取締役会の実効性を評価しています。この度、2019年度の実効性を評価しま
したので、その概要について開示します。

　1．評価の方法

　　当社取締役会の実効性を評価するため、取締役（社内5名、社外4名）および監査役（社内2名、社外2名）に対してアンケートを実施しました。5
回目の実効性評価となる今回も、アンケートの設計およびその結果分析において第三者である外部アドバイザーを活用することにより、評価の客
観性を確保しました。アンケートの設問は、昨年度（2018年度）の実効性評価から導出された課題の進捗、取締役会の構成や運営、取締役・監査
役の支援体制のほか、当社取締役会が果たすべき役割などについて設定されました。

　＜アンケートの設問＞

　　（1）昨年度（2018年度）課題の進捗

　　　　①中期経営計画の進捗にかかる監督機能の一層の強化
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②社外取締役への情報提供の充実

③取締役会での資料や説明のさらなる工夫

(2)取締役会の構成・運営、取締役・監査役の支援体制

(3)当社取締役会が果たすべき役割

①経営戦略や経営計画などの戦略の策定やそのリスク分析など

②執行側が適切にリスクテイクできる環境の整備、必要に応じた権限の移譲

③中期経営計画の進捗状況などへの執行側に対する実効性の高い監督

④グループ全体のコンプライアンス、内部統制やリスク管理体制の整備・運用への監督

⑤株主・投資家との建設的な対話についての取り組みへの監督 

　2．分析結果および評価の概要

アンケートの集計およびその分析結果は2020年2月度の取締役会の報告事項として取り上げられ、議場では取締役会の実効性をより一層高
めていくために建設的な議論が行われました。これらを踏まえ、当社の取締役会は、以下の点から取締役会が適切に機能しており、その実効性が
確保されていると総括しました。

（1）昨年度（2018年度）課題の進捗

・3つの課題すべてについて、着実に改善されていると評価

・その中でも社外取締役への情報提供の充実については、特に進展したと評価

具体的には、執行側は、社外取締役・社外監査役に対して取締役会の重要議題を中心とした事前説明や、必要に応じて個別訪問して説
明するなどの丁寧な運用を行っており、それらが実質的な取締役会の議論に繋がっている。また、社外取締役と執行幹部との面談や、社内の期
初会議への招待などの当社事業に関する理解を深めるための取り組みは、時間やマンパワーの制限がある中で、毎年工夫がなされ強化されて
いる。

（2）取締役会の構成・運営、取締役・監査役の支援体制について

・取締役会は、知見・経験・能力・専門性の視点からバランスが取れた多様な人材で構成され、経営環境の変化に柔軟に対応した成長戦略
を策定し、その進捗を適切に監督している。

・重要議題（中期経営計画や重要な買収案件）は、決議事項の上程前に、その重要度に応じた回数の事前報告・協議を経てから決議する
運用が定着しており、社外取締役が理解を深めて有効なディスカッションができるような工夫がされている。

・取締役会は、自由に発言できる雰囲気があり、予定調和ではない実質的な議論がなされている。議長はフリーディスカッションをして意見
を求める場面と、集約して結論を出す場面を的確にコントロールし、網羅性とフォーカス性のバランスを備えた議論がなされている。

・議長は、取締役会議長と代表取締役社長の立場を使い分け、執行側の説明不足を自ら補足したり、質問を出して説明を引き出す工夫をし
ている。一方、取締役の納得感が得られていない場合は、議長の立場から再審議の指示を出すなど、健全な使い分けがされている。

（3）当社取締役会が果たすべき役割について

・取締役会には執行側の経営判断を尊重する風土が醸成されている。議題提案に対しては背景やリスクを的確に把握し、時には執行側か
らの説明では必ずしも明らかではなかったリスクを指摘した上で意思決定するなど、執行側の迅速・果断な決定・実行を支援している。

・代表取締役社長をはじめとする執行側は株主や投資家との対話を重視し、積極的にIR活動を展開している。その対話内容の定期的な取
締役会へのフィードバックは充実している。

　3．今後の課題および改善に向けた取り組み

　　一方、今回の分析結果から、以下のような課題を認識しています。当社は、これらの課題への施策を通じて、取締役会の実効性をさらに向上さ
せ、コーポレートガバナンスの一層の強化に努めます。

（1）取締役会における議題の設定・付議基準の見直し

・中期経営計画（3カ年）の策定およびその内容を1年ごとに見直すローリングプランは、テーマにより数回に分けて取締役会で取り上げ、体
系的かつ実証的な議論を行っている。しかし、その実効性をさらに高めるためには、当社の経営環境の分析や中長期的な方向性、事業リスクやそ
の対処についてさらに時間をかけて議論することが必要である。

・取締役会で上記戦略策定の議論により一層時間をかけるためにも、個別案件の業務執行についてどこまで取締役会で決定するか、執行
側へのさらなる権限移譲も視野に入れて、取締役会の付議基準（定性面、定量面）を改めて検討する必要がある。

・買収した子会社のPMIや業績進捗を中心とする定期的な活動報告は、主要な買収子会社のCEOによる報告も含め一定定着しているが、
当社がバランス経営を完成させるために、買収子会社以外の子会社の業績も含めて、引き続き取締役会で丁寧に取り上げ、検証していく必要が
ある。また、子会社が期待通りのパフォーマンスでない場合に迅速に報告する姿勢がこれまで以上に必要である。

（2）取締役会での資料や説明のさらなる工夫

・取締役会に提出される資料の完成度は高くなり、議題提出者の説明にも着実な改善が認められる。さらなる改善のためには、議題提出者
が問題点やリスクの本質を十分に理解し、議論が必要と考える部分にポイントを絞って説明するなど、説明方法のレベルアップが必要である。

【補充原則4-14-2　取締役および監査役に対するトレーニングの方針】

　当社は、取締役および監査役がそれぞれ求められる役割や責務を適切に果たすため、以下の機会を必要に応じて設けています。

（1） 取締役および監査役に適合したトレーニング機会を提供し、その費用を負担します。

（2） 取締役および監査役に対して、新たに就任する際には任務遂行に必要な知識を習得するためのトレーニングと情報を提供します。就任後

も必要に応じて法改正や経営課題に関する研修を提供します。

（3） 社外取締役および社外監査役が新たに就任する際には、主要拠点の視察などを行います。

（4） 取締役および監査役に対して、当社グループの事業、財務、組織の状況を定期的に説明します。（コーポレートガバナンス基本方針第7章

1）

【原則5-1　株主との建設的な対話を促進するための体制整備・取り組みに関する方針】

　当社は、株主との建設的な対話を通じ、会社の持続的な成長と中長期的な企業価値の向上に資するように努めます。また、株主との建設的な
対話を促進するための体制整備・取り組みに関する方針をIRポリシーとして策定し、開示しています。（コーポレートガバナンス基本方針第2章4）

　なお、IRポリシーは、以下当社ウェブサイトをご参照ください。

　　https://www.nissha.com/ir/disclosure.html

２．資本構成

外国人株式保有比率 20%以上30%未満
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【大株主の状況】

氏名又は名称 所有株式数（株） 割合（％）

鈴木興産株式会社 2,563,017 5.09

明治安田生命保険相互会社 2,341,545 4.65

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 2,142,500 4.25

株式会社みずほ銀行 2,076,000 4.12

タイヨ－　フアンド　エルピ－ 2,009,600 3.99

タイヨー　ハネイ　フアンド　エルピー 1,558,900 3.09

株式会社京都銀行 1,442,238 2.86

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 1,255,000 2.49

ステート　ストリート　バンク　アンド　トラスト　カンパニー　505227 1,076,100 2.13

ニッシャ共栄会 1,059,155 2.10

支配株主（親会社を除く）の有無 ―――

親会社の有無 なし

補足説明

―――

３．企業属性

上場取引所及び市場区分 東京 第一部

決算期 12 月

業種 その他製品

直前事業年度末における（連結）従業員
数

1000人以上

直前事業年度における（連結）売上高 1000億円以上1兆円未満

直前事業年度末における連結子会社数 50社以上100社未満

４．支配株主との取引等を行う際における少数株主の保護の方策に関する指針

―――

５．その他コーポレート・ガバナンスに重要な影響を与えうる特別な事情

―――
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Ⅱ経営上の意思決定、執行及び監督に係る経営管理組織その他のコーポレート・ガバナンス体制の状況

１．機関構成・組織運営等に係る事項

組織形態 監査役設置会社

【取締役関係】

定款上の取締役の員数 12 名

定款上の取締役の任期 1 年

取締役会の議長 社長

取締役の人数 9 名

社外取締役の選任状況 選任している

社外取締役の人数 4 名

社外取締役のうち独立役員に指定され
ている人数

4 名

会社との関係(1)

氏名 属性
会社との関係(※)

a b c d e f g h i j k

大杉　和人 他の会社の出身者 ○

安藤　誠 他の会社の出身者 △

アスリ・チョルパン 学者

松木　和道 他の会社の出身者

※ 会社との関係についての選択項目

※ 本人が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「○」、「過去」に該当している場合は「△」

※ 近親者が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「●」、「過去」に該当している場合は「▲」

a 上場会社又はその子会社の業務執行者

b 上場会社の親会社の業務執行者又は非業務執行取締役

c 上場会社の兄弟会社の業務執行者

d 上場会社を主要な取引先とする者又はその業務執行者

e 上場会社の主要な取引先又はその業務執行者

f 上場会社から役員報酬以外に多額の金銭その他の財産を得ているコンサルタント、会計専門家、法律専門家

g 上場会社の主要株主（当該主要株主が法人である場合には、当該法人の業務執行者）

h 上場会社の取引先（d、e及びｆのいずれにも該当しないもの）の業務執行者（本人のみ）

i 社外役員の相互就任の関係にある先の業務執行者（本人のみ）

j 上場会社が寄付を行っている先の業務執行者（本人のみ）

k その他

会社との関係(2)

氏名
独立
役員

適合項目に関する補足説明 選任の理由
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大杉　和人 ○

（重要な兼職の状況）

・日本通運株式会社警備輸送事業部顧問

・フロンティア・マネジメント株式会社社外
取締役

　当社は、大杉和人氏が事業部顧問を務
める日本通運株式会社との間で、物流
サービス等の取引関係がありますが、当
社「社外役員の独立性に関する基準」で
定める軽微基準を満たし、同氏の取締役
としての独立性に影響を与えるものではな
いことから、その概要の記載を省略してい
ます。

（社外取締役の選任理由と当社における役割・
機能）

　大杉和人氏は、長年にわたり日本銀行にお
いて培ってきた金融経済全般にわたる高い見
識、当社および他社の社外取締役、他社の事
業部顧問として企業経営に関与することで培っ
た幅広い経験を活かし、当社の経営全般に有
益な指摘や意見をいただき、当社の業務執行
の監督等の役割を適切に果たしていただいて
います。今後も独立した立場で、当社の経営全
般に的確な助言をいただけると判断し、選任し
ています。

（独立役員基準の該当状況と指定理由）

　当社の定める「社外役員の独立性に関する
基準」および証券取引所の定める基準を満た
し、一般株主と利益相反の生じるおそれがない
と判断し、独立役員に指定しています。

安藤　誠 ○

　当社は、安藤誠氏が過去に所属したパ
ナソニック株式会社との間で、当社製品の
販売等の取引関係がありますが、当社
「社外役員の独立性に関する基準」で定
める軽微基準を満たし、同氏の取締役とし
ての独立性に影響を与えるものではない
ことから、その概要の記載を省略していま
す。

（社外取締役の選任理由と当社における役割・
機能）

　安藤誠氏は、長年にわたり電機メーカーにお
いて技術や事業経営の要職を務める中で培っ
た幅広い視野や、企業経営者としての経験、関
係省庁の主催する会議の有識者委員として提
言を行うなどの高い見識を活かし、当社の経営
全般に有益な指摘や意見をいただき、当社の
業務執行の監督等の役割を適切に果たしてい
ただいています。今後も独立した立場で、当社
の経営全般に的確な助言をいただけると判断
し、選任しています。

（独立役員基準の該当状況と指定理由）

　当社の定める「社外役員の独立性に関する
基準」および証券取引所の定める基準を満た
し、一般株主と利益相反の生じるおそれがない
と判断し、独立役員に指定しています。

アスリ・チョルパン ○

（重要な兼職の状況）

・京都大学大学院経済学研究科教授

・京都大学経営管理大学院教授

・住友ゴム工業株式会社社外監査役

（社外取締役の選任理由と当社における役割・
機能）

アスリ・チョルパン氏は、経営戦略や企業統
治を主たる研究領域とし、グローバルな視野や
卓越した専門性により他社の社外取締役およ
び社外監査役として企業経営に関与することで
培った幅広い経験や見識を活かし、当社の経
営全般に有益な指摘や意見をいただき、当社
の業務執行の監督等の役割を適切に果たして
いただいています。今後も独立した立場で、当
社の経営全般に的確な助言をいただけると判
断し、選任しています。

（独立役員基準の該当状況と指定理由）

　当社の定める「社外役員の独立性に関する
基準」および証券取引所の定める基準を満た
し、一般株主と利益相反の生じるおそれがない
と判断し、独立役員に指定しています。

松木　和道 ○

（重要な兼職の状況）

・サンデンホールディングス株式会社社
外監査役

・アネスト岩田株式会社社外取締役

・一般財団法人日本刑事政策研究会理
事

（社外取締役の選任理由と当社における役割・
機能）

　松木和道氏は、グローバルにビジネスを展開
する企業において法務およびコンプライアンス
の要職を務めるとともに、メーカーでの企業経
営に携わり、積極的かつ幅広い事業展開の経
験とそのガバナンスに関する高い見識を活か
し、当社の経営全般に有益な指摘や意見をい
ただき、当社の業務執行の監督等の役割を適
切に果たしていただいています。今後も独立し
た立場で、当社の経営全般に的確な助言をい
ただけると判断し、選任しています。

（独立役員基準の該当状況と指定理由）

　当社の定める「社外役員の独立性に関する
基準」および証券取引所の定める基準を満た
し、一般株主と利益相反の生じるおそれがない
と判断し、独立役員に指定しています。
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指名委員会又は報酬委員会に相当する
任意の委員会の有無

あり

任意の委員会の設置状況、委員構成、委員長（議長）の属性

委員会の名称 全委員（名）
常勤委員
（名）

社内取締役
（名）

社外取締役
（名）

社外有識者
（名）

その他（名）
委員長（議
長）

指名委員会に相当
する任意の委員会

指名・報酬委員会 6 0 2 4 0 0
社外取
締役

報酬委員会に相当
する任意の委員会

指名・報酬委員会 6 0 2 4 0 0
社外取
締役

補足説明

　指名・報酬委員会は、委員の過半数を社外取締役とし、委員長は社外取締役が務めています。

　同委員会は、取締役会の諮問を受けて、以下の内容を審議して、取締役会に答申します。

（1）取締役の選解任および監査役の選任に関する基準

（2）取締役および監査役の候補者案、取締役の解任提案

（3）代表取締役、役付取締役および最高経営責任者の選定・解職提案

（4）代表取締役等の後継者計画に関する事項

（5）取締役の報酬に関する基本方針の策定

（6）取締役の報酬

【監査役関係】

監査役会の設置の有無 設置している

定款上の監査役の員数 4 名

監査役の人数 4 名

監査役、会計監査人、内部監査部門の連携状況

（監査役と会計監査人の連携状況）

　定期的に監査役と会計監査人の監査結果について情報交換を行うとともに、会計監査人監査への立会いなどを実施し、相互連携を深めていま
す。

（監査役と内部監査部門の連携状況）

　定期的に会合を開催して情報交換を行うとともに、適宜内部監査部門監査への立会いなどを実施し、相互連携を深めています。

社外監査役の選任状況 選任している

社外監査役の人数 2 名

社外監査役のうち独立役員に指定され
ている人数

2 名

会社との関係(1)

氏名 属性
会社との関係(※)

a b c d e f g h i j k l m

桃尾　重明 弁護士 ○

中野　雄介 公認会計士

※ 会社との関係についての選択項目

※ 本人が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「○」、「過去」に該当している場合は「△」

※ 近親者が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「●」、「過去」に該当している場合は「▲」

a 上場会社又はその子会社の業務執行者

b 上場会社又はその子会社の非業務執行取締役又は会計参与

c 上場会社の親会社の業務執行者又は非業務執行取締役
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d 上場会社の親会社の監査役

e 上場会社の兄弟会社の業務執行者

f 上場会社を主要な取引先とする者又はその業務執行者

g 上場会社の主要な取引先又はその業務執行者

h 上場会社から役員報酬以外に多額の金銭その他の財産を得ているコンサルタント、会計専門家、法律専門家

i 上場会社の主要株主（当該主要株主が法人である場合には、当該法人の業務執行者）

j 上場会社の取引先（f、g及びhのいずれにも該当しないもの）の業務執行者（本人のみ）

k 社外役員の相互就任の関係にある先の業務執行者（本人のみ）

l 上場会社が寄付を行っている先の業務執行者（本人のみ）

m その他

会社との関係(2)

氏名
独立
役員

適合項目に関する補足説明 選任の理由

桃尾　重明 ○

（重要な兼職の状況）

・桃尾・松尾・難波法律事務所パート
ナー

　当社は、桃尾重明氏の所属する桃尾・
松尾・難波法律事務所より、必要に応じて
法律上のアドバイスを受け、報酬を支払っ
ていますが、当社「社外役員の独立性に
関する基準」で定める軽微基準を満たし、
同氏の監査役としての独立性に影響を与
えるものではないことから、その概要の記
載を省略しています。

（社外監査役の選任理由と当社における役割・
機能）

　桃尾重明氏は、弁護士として企業法務に精通
するだけでなく、日本の渉外弁護士の草分けと
してグローバルビジネスや海外企業の買収な
どにおける豊富な経験と当社の重点市場の一
つである医療機器市場において高い見識を有
し、その専門的な見地から当社の監査を行って
いただいています。また同氏は、これまで当社
および他社の社外監査役として企業経営に関
わっています。今後も独立した立場で、これら
の経験や高い見識を当社の監査に反映してい
ただけると判断し、選任しています。

（独立役員基準の該当状況と指定理由）

　当社の定める「社外役員の独立性に関する
基準」および証券取引所の定める基準を満た
し、一般株主と利益相反の生じるおそれがない
と判断し、独立役員に指定しています。

中野　雄介 ○

（重要な兼職の状況）

・中野公認会計士事務所所長

・清友監査法人代表社員

・ワタベウェディング株式会社社外監査
役

・株式会社エスケーエレクトロニクス社外
取締役（監査等委員）

（社外監査役の選任理由と当社における役割・
機能）

　中野雄介氏は、公認会計士として財務、会計
および経営管理に関する深い知識と企業経営
を統治する十分な知見を有し、その専門的見
地から当社の監査を行っていただいています。
また同氏は、他社の社外取締役、当社および
他社の社外監査役として企業経営に関わって
います。今後も独立した立場で、これらの経験
や高い見識を当社の監査に反映していただけ
ると判断し、選任しています。

（独立役員基準の該当状況と指定理由）

　当社の定める「社外役員の独立性に関する
基準」および証券取引所の定める基準を満た
し、一般株主と利益相反の生じるおそれがない
と判断し、独立役員に指定しています。

【独立役員関係】

独立役員の人数 6 名

その他独立役員に関する事項

　独立役員の資格を満たすものをすべて独立役員に指定しています。

　なお、当社は社外取締役、社外監査役についての独立性の基準を以下の通り定めています。

　【社外役員の独立性に関する基準】　

　NISSHA株式会社（以下、「当社」という）は、当社の社外取締役および社外監査役（以下、併せて「社外役員」という）または社外役員候補者が、
以下に定める項目のいずれにも該当しない場合、当社に対する十分な独立性を有しているものと判断する。

　1．現在および過去において、当社および当社の関係会社（以下、併せて「当社グループ」という）の業務執行者（＊）であった者。加えて社外監査
役は、当社グループの業務を行わない取締役であった者。

　　（＊）業務執行者とは、会社法施行規則第2条第3項第6号に規定する業務執行者をいい、業務執行取締役のみでなく、使用人を含む。監査役
は含まれない。
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　2．当社グループを主要な取引先（＊）とする者もしくはその業務執行者。または、当社グループの主要な取引先もしくはその業務執行者。

　　（＊）主要な取引先とは、直近の事業年度を含む3事業年度の各年度における当社グループとの取引の支払額または受取額が、当社グループ
または相手方の年間連結総売上高の2%以上のものをいう。

　3．当社の大株主（＊）もしくはその業務執行者。または、当社グループが大株主である会社の業務執行者。

　　（＊）大株主とは、総議決権の10%以上の議決権を保有する者をいう。

　4．当社グループから役員報酬以外に、多額の金銭その他の財産（＊）を得ている、弁護士、公認会計士、コンサルタント等（当該財産を得ている
者が法人、組合等の団体である場合は、当該団体に所属する者）。

　　（＊）多額の金銭その他の財産とは、過去3事業年度の平均で、年間1,000万円以上の金銭その他の財産上の利益を得ていること。団体の場合
は、直近の事業年度を含む3事業年度の各年度における年間連結総売上高の2%以上の支払いがあることをいう。

　5．当社グループから多額の寄付（＊）を受けている者（当該財産を得ている者が法人、組合等の団体である場合は、当該団体の業務執行者）。

　　（＊）多額の寄付とは、直近の事業年度を含む3事業年度の各年度において年間1,000万円以上のものをいう。

　6．当社グループとの間で、社外役員の相互就任（＊）の関係にある会社の業務執行者。

　　（＊）社外役員の相互就任とは、当社グループ出身者（現在を含む直近10年間において業務執行者であった者をいう）を社外役員として受け入
れている会社またはその親会社・子会社から、当社が社外役員を迎え入れることをいう。

　7．当社グループの会計監査人である監査法人に所属する者。

　8．最近3年間において、上記2から7の項目に該当する者。

　9．上記、1から8までのいずれかに該当する者（重要な者（＊）に限る）の配偶者または2親等以内の親族。

　　（＊）重要な者とは、（1）取締役（社外取締役を除く）、執行役員および副事業部長職以上の上級管理職にある使用人、（2）監査法人に所属する
社員・パートナーである公認会計士、法律事務所に所属する弁護士、（3）財団法人・社団法人・学校法人その他の法人に所属する者のうち、評議
員、理事および監事等の役員ならびに同等の重要性を持つと客観的・合理的に判断される者をいう。

10．その他、独立した社外役員としての職務を果たせないと客観的・合理的に判断される事情がある者。

【インセンティブ関係】

取締役へのインセンティブ付与に関する
施策の実施状況

業績連動報酬制度の導入

該当項目に関する補足説明

　当社は、社外取締役を除く取締役について、2016年6月17日開催の第97期定時株主総会において、株式報酬制度として「株式給付信託（BBT
（＝Board Benefit Trust））」を導入することを決議しています。

　本制度は、当社が拠出する金銭を原資として当社株式が信託を通じて取得され、取締役に対して、当社取締役会が定める役員株式給付規程に
従って、当社株式等が信託を通じて給付される業績連動型の株式報酬制度です。本信託は、2016年9月から開始しています。

ストックオプションの付与対象者

該当項目に関する補足説明

―――

【取締役報酬関係】

（個別の取締役報酬の）開示状況 個別報酬の開示はしていない

該当項目に関する補足説明

　第101期有価証券報告書には、次のとおり記載しています。

（役員報酬等の内容）

　取締役（社外取締役を除く）5名の報酬等の総額 ： 255百万円（うち固定報酬 174百万円、賞与 55百万円、役員株式給付引当金　25百万円）

　監査役（社外監査役を除く）2名の報酬等の総額 ： 28百万円（うち固定報酬 28百万円）

　社外役員8名の報酬の総額 ： 50百万円（うち固定報酬 50百万円）

報酬の額又はその算定方法の決定方針
の有無

あり
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報酬の額又はその算定方法の決定方針の開示内容

（1） 取締役および監査役の報酬の決定方針

①当社は、取締役および監査役の報酬制度について、当社グループの持続的な成長と中長期的な企業価値の向上に繋がるように、また業務執
行・経営監督の役割に応じて、それらが適切に発揮されるように定めています。とりわけ業務執行を担う取締役の報酬は、株主のみなさまとの価
値共有を促進し、企業業績と企業価値の向上に資する体系であることを基本方針としています。

②業務執行を担う取締役の報酬は、基本報酬、賞与、株式報酬により構成しています。基本報酬については、それぞれが担当する役割の大きさ
とその地位に基づき基本額を設定しています。賞与は短期の業績連動報酬であり、毎年度の業績などを指標とした上で、その目標達成度などを
反映させています。株式報酬は中長期の業績連動報酬であり、中期経営計画に基づく年度計画の目標達成度などを反映させ、中長期にわたる業
績向上と企業価値の持続的な増大への貢献意識を促しています。社外取締役の報酬は、業務執行から独立した立場で経営の監督を行うことから
業績連動報酬は支給せず、当該社外取締役の経歴・職責等を勘案して決定する基本報酬のみとしています。監査役の報酬は、独立した立場で当
社グループ全体の監査の職責を担うことから基本報酬のみとしています。

（2）手続

①取締役の報酬等の方針、報酬体系、業績連動の仕組みは、指名・報酬委員会において審議した後に取締役会に答申し、取締役会がその答
申を受けて決定しています。

②取締役の報酬額は、株主総会で決定された報酬枠の範囲内で、あらかじめ定められた算定方法に従い、代表取締役社長が報酬額の原案を
作成し、指名・報酬委員会において審議した後に取締役会に答申し、取締役会がその答申を受けて決定しています。

③監査役の報酬は、株主総会で決定した報酬枠の範囲内で、監査役の協議により決定しています。

【社外取締役（社外監査役）のサポート体制】

　取締役会の事務局である経営企画部からは、取締役会の開催に際して、取締役および監査役に議題および議案に関する資料を事前に配付す
るとともに、社外取締役および監査役には重要議題を中心に議案を事前説明しています。

　監査役会直轄組織である監査役室は、監査役会の招集通知や関係資料の送付のほか、指示事項の調査・分析などを実施しています。

【代表取締役社長等を退任した者の状況】

元代表取締役社長等である相談役・顧問等の氏名等

氏名 役職・地位 業務内容
勤務形態・条件

(常勤・非常勤、報酬有無等)
社長等退任日 任期

――― ――― ――― ――― ――― ―――

元代表取締役社長等である相談役・顧問等の合計人数 0 名

その他の事項

　当社は取締役、監査役、執行役員の退任者などを対象に顧問制度を導入し、顧問規程の中でその職務内容、選任基準、選任方法、任期、処遇
などを定め、運用しています。

　同規程のなかで、顧問は組織に対する決裁権や指揮命令権を有せず、会社の発展向上のため、豊富な経験や専門知識に基づいた見解、有益
な助言あるいは対外的な財界活動を行うことを職務とする旨定めています。

２．業務執行、監査・監督、指名、報酬決定等の機能に係る事項（現状のコーポレート・ガバナンス体制の概要）

（現状の体制の概要）

コーポレートガバナンス体制の詳細については、「コーポレートガバナンス基本方針」をご参照ください。

（業務執行の状況）

　当社は、定例取締役会（毎月1回）を開催するほか、必要に応じて臨時取締役会を開催して、業務執行に関する報告を受けるとともに、必要な決
議を行っています。経営環境の変化に柔軟に対処するとともに、事業年度ごとの経営責任の明確化のため、取締役の任期は1年としています。

　また、当社の取締役会は9名のうち4名を社外取締役とし（社外取締役比率44.4%）、うち1名が女性・外国人です。積極的に社外取締役を登用し、
またダイバーシティーを確保することにより、経営の透明性と公正性を確保し、社外取締役の知見を活かして、取締役会の戦略策定・経営監視機
能を強化しています。

　また、当社は執行役員制度を採用し、取締役会が担うべき戦略策定・経営監視機能と、執行役員が担うべき業務執行機能との機能分化をし、迅
速な意思決定と実行において権限・責任の明確化を図っています。執行役員に対し業務執行状況の報告を求め、その業務執行が計画どおりに進
捗しているか否かを確認するための月次の会議（MBR：マンスリー・ビジネスレビュー）を設置して、業務執行を監視するとともに、経営環境の変化
に迅速に対応できる体制とし、各事業部門の適正かつ効率的な運営を図っています。

（監査役の機能強化に関する取り組み）

　監査役は、監査役会が定めた監査基準に準拠した監査方針および監査計画に従い、取締役会その他重要会議への出席とともに、重要な決裁
書類等を閲覧し、主要な事業所、グループ会社への往査、代表取締役や各取締役、事業部長との定期的な意見交換会および会計監査人・内部
監査部門・コーポレート部門との定期的な会合を設定し、緊密な連携等を図っています。また、監査役は、監査役会が定めた監査基準に準拠した
監査方針および監査計画に従い、取締役会その他重要会議への出席とともに、重要な決裁書類等を閲覧し、主要な事業所・グループ会社への往
査、代表取締役、各取締役、事業部長との定期的な意見交換会および会計監査人・内部監査部門・コーポレート部門との定期的な会合を設定し、
緊密な連携を図っています。
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　社外監査役は、公認会計士・弁護士等の財務および会計、または法務に関する相当程度の知見を有し、監査の客観性と実効性を確保していま
す。また、監査役の職務を補助する部門として監査役室を設けて、専属の従業員を配置することで、監査の客観性と実効性を確保するとともに、
監査業務が円滑に遂行できる体制としています。

　会社法に基づく会計監査および金融商品取引法に基づく会計監査は、有限責任監査法人トーマツにより、適宜、法令に基づき適正に行われて
います。同監査法人および当社監査に従事する同監査法人の業務執行社員と当社との間には、特別の利害関係はありません。

・業務を執行した公認会計士の氏名

指定有限責任社員 業務執行社員：　尾仲　伸之　下井田　晶代　　辻　知美

（責任限定契約の内容の概要）

　当社は、社外取締役全員および社外監査役全員との間で、会社法第423条第1項の損害賠償責任について、その職務を行うにつき善意でありか
つ重大な過失がないときは、会社法第425条第1項に定める最低責任限度額を限度とする旨の契約を締結しています。

３．現状のコーポレート・ガバナンス体制を選択している理由

　上記「現状のコーポレートガバナンス体制の概要」に記載のとおりです。

　当社は監査役会設置会社として、経営の迅速性と機動性を確保することに加え、社外取締役を複数選任することで、経営の透明性を向上させ
て、取締役会の戦略策定・経営監視機能を強化しています。また、指名・報酬委員会を設置することで、その客観性と公正性を確保しています。こ
れらの取り組みにより、当社のコーポレートガバナンスは有効に機能していると判断しています。

　社外取締役には幅広い見識や経験を活かし、独立した立場で当社の経営全般に専門性、客観性ある有益な指摘や意見をいただいています。ま
た、社外監査役には公認会計士・弁護士といった高度な専門性を当社監査に反映いただき、当社ガバナンスの維持・向上に貢献いただいていま
す。
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Ⅲ株主その他の利害関係者に関する施策の実施状況

１．株主総会の活性化及び議決権行使の円滑化に向けての取組み状況

補足説明

株主総会招集通知の早期発送
　定時株主総会開催日の3週間前までに発送し、株主のみなさまに十分に議案をご検討
いただく時間を確保するよう努めています。

集中日を回避した株主総会の設定 　2009年定時株主総会より、集中日を回避して開催しています。

電磁的方法による議決権の行使 　2008年定時株主総会より、インターネットによる議決権行使を採用しています。

議決権電子行使プラットフォームへの参
加その他機関投資家の議決権行使環境
向上に向けた取組み

　2008年定時株主総会より、株式会社ICJが運営する機関投資家向け議決権行使プラット
フォームを採用しています。

招集通知（要約）の英文での提供 　株主総会招集通知の英訳版を作成し、当社のウェブサイト上に掲載しています。

その他
　株主総会終了後、当社の事業内容や中長期の戦略についての理解を深めていただくた
めに経営説明会を開催しています。また、製品やパネルを展示して最近の主な製品や技
術紹介をするとともに、印刷の歴史を展示した施設をご覧いただいています。

２．ＩＲに関する活動状況

補足説明

代表者
自身に
よる説
明の有
無

ディスクロージャーポリシーの作成・公表

　情報開示に関する方針（基準、方法、適時開示に係る社内体制、情報提供を
行う期間および情報提供の範囲）を含む「IRポリシー」を定め、当社ウェブサイ
トに掲載しています。

　https://www.nissha.com/ir/disclosure.html （和文）

　https://www.nissha.com/english/ir/disclosure.html （英文）

個人投資家向けに定期的説明会を開催
　年に1回、株主総会の閉会後に経営説明会を開催しています。代表取締役社
長が説明者となっています。また、2019年8月には個人投資家向け会社説明会
を開催しました。

あり

アナリスト・機関投資家向けに定期的説
明会を開催

　通常、本決算・第2四半期決算発表後の年2回説明会を開催、また、第1四半
期・第3四半期決算発表後には電話会議を開催しています。2019年は説明会
を本決算・第1四半期・第2四半期決算発表後に3回開催、電話会議を第3四半
期決算発表後に1回開催しました。すべて代表取締役社長が説明者となってい
ます。

　

あり

海外投資家向けに定期的説明会を開催
　年に数回、代表取締役社長またはIR担当役員を説明者とする海外ロード
ショーの実施および証券会社主催のカンファレンス等への参加を行っていま
す。

あり

IR資料のホームページ掲載

　決算短信、開示資料、有価証券報告書、決算説明会のプレゼンテーション資
料および質疑応答の概要、統合報告書（Nissha Report）、株主さま向け事業報

告書（Nissha Today）、株主総会の招集通知等を掲載しています。

　またウェブサイトの更新を通知するメール配信サービスを行っています。

　https://www.nissha.com/ir/index.html （和文）

　https://www.nissha.com/english/ir/index.html （英文）

IRに関する部署（担当者）の設置
　経営企画部にIRグループを設置しています。

　また、最高戦略責任者をIR担当役員に指定しています。
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その他

　全株主さまを対象としたアンケートを通常年1回実施し、株主のみなさまのご
意見をお聞きするとともに経営層へのフィードバックを行っています。当社への
評価を観測しています。

３．ステークホルダーの立場の尊重に係る取組み状況

補足説明

社内規程等によりステークホルダーの立
場の尊重について規定

　当社は、ステークホルダーを、お客さま、株主、社員、サプライヤー、地域社会と定めてい
ます。ステークホルダーのみなさまと双方向に影響しあう関係性を大切にし、みなさまととも
に価値ある未来を創造していくことを目指します。当社の使命や考え方の基盤、行動の原
則は「Nissha Philosophy（企業理念体系）」として体系化されています。

環境保全活動、ＣＳＲ活動等の実施

　当社では、サステナビリティを「企業と社会、双方の持続的な成長・発展を両立する取り
組み」と捉えています。そのためには社会課題を事業機会と捉え、当社の強みを活かして、
その解決につながる製品・サービスを提供しつづけることが重要と考えています。同時に、
事業活動を支える経営基盤の強化や社会的責任を果たすための管理体制の構築など、リ
スクの低減に努めています。中期経営計画において、コンシューマー・エレクトロニクス
（IT）、モビリティ（自動車）、医療機器、サステナブルパッケージ資材を重点市場と定め、社
会課題の解決に貢献する製品やサービスを提供するとともに、サステナビリティ委員会の
傘下にある7つの部会の活動を通じて環境・社会面のリスクを捕捉し、その低減に努めてい
ます。

　サステナビリティ委員会は、代表取締役社長を委員長、サステナビリティ担当役員を副委
員長として構成されています。

　https://www.nissha.com/csr/index.html （和文）

　https://www.nissha.com/english/csr/index.html （英文）

ステークホルダーに対する情報提供に
係る方針等の策定

　財務報告の適正性を確保するため「開示統制委員会」を設けるとともに、「IRポリシー」に
定める情報開示の方針に従い会社情報の開示を行っています。

その他

　当社の取締役会は、9名のうち4名を社外取締役で構成しています（社外取締役比率
44.4%）。また、社外取締役のうち1名が女性で外国人です。当社は、社員一人ひとりが大切
にすべき価値観の一つとしてDiversity and Inclusionを掲げています。多様な人材による多

様な働き方をサポートし、会社の活力を向上させていきます。
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Ⅳ内部統制システム等に関する事項

１．内部統制システムに関する基本的な考え方及びその整備状況

当社は、内部統制基本方針に基づき、業務の適正を確保するための体制を整備しています。

≪内部統制基本方針≫

　当社は、会社法および会社法施行規則に基づき、以下のとおり、当社およびその子会社から成る企業集団（以下、「当社グループ」という。）にお
ける業務の適正を確保するための体制（以下、「内部統制」という。）を整備し、その運用状況を確認の上、継続的な改善・強化に努める。

1．当社グループの取締役・使用人の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制

　（1）当社は、グループ共通の使命や考え方の基盤、行動の原則を定めたNissha Philosophyに基づき、グローバル視点で法・社会倫理を順守す

ることを目的とした企業倫理・コンプライアンス指針および行動マニュアルを策定する。

　（2）当社は、企業倫理・コンプライアンス規程に基づき、企業倫理・コンプライアンス部会を設置し、法令・定款および社会規範を順守するように監
視ならびに啓蒙活動を行う。また、当社グループの各部門に推進責任者・推進担当者を任命して企業倫理・コンプライアンス推進体制を構築す
る。当社グループの使用人が直接に情報提供できる内部通報窓口を社外の法律事務所に設置、運用するとともに、通報者の保護を図る。

　（3）当社は、複数の社外取締役を選任し、取締役の業務の執行に関する監督機能の維持・強化を図る。

　 また、当社取締役会の諮問機関として、社外取締役が委員長を務め、委員の過半数を社外取締役で構成する指名・報酬委員会を設置し、取締

役・監査役の指名および取締役の処遇の客観性と公正性を確保する。

　（4）代表取締役社長直轄の内部監査部門は、内部統制システムの整備・運用状況を分析・評価し、その改善を提言し充実させる。

　（5）当社は、反社会的勢力対応基本方針を定め、反社会的勢力対応規程に従って、反社会的勢力と一切の関係をもたず、不当要求に対して毅
然とした対応をとるとともに、当社グループにおいてその徹底を図る。

2．取締役の職務の執行に係る情報の保存および管理に関する体制

　（1）株主総会議事録、取締役会議事録、稟議書等取締役の職務執行に係る情報は、法令および情報管理についての社内規程に基づき適切か
つ確実に保存・管理し、閲覧可能な状態を維持する。

　（2）当社は、情報管理についての社内規程に基づき、会社情報の不正な使用・開示・漏えいを防止し、機密情報および個人情報を適切に取り扱
うとともに、当社グループにおいてその徹底を図る。　

　（3）会社情報の適時開示の必要性および開示内容を審議する開示統制委員会を設置し、当社グループに関する重要情報を適時適切に開示す
る。

3．当社グループの損失の危険の管理に関する規程その他の体制

　（1）当社は、リスクマネジメント基本方針を定め、リスク管理に係る当社グループの取り組み姿勢を明確にする。

　（2）代表取締役社長を委員長とするサステナビリティ委員会は、当社グループが長期的に存続するための事業の継続性を阻害する非財務的リ
スクに優先順位を付け、傘下にある部会の活動を通じてそのリスクを最小化する取り組みを推進する。また、その活動内容を年1回取締役会に報
告する。

　（3） サステナビリティ委員会の傘下にある7つの部会（企業倫理・コンプライアンス、BCM、労働・人権、環境安全、情報セキュリティ、貿易管理、

品質）は、リスク要因に対しKPIを設定し事業部門に展開するとともに、その進捗を管理してサステナビリティ委員会に報告する。

4．当社グループの取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

　（1）当社は、執行役員制度の導入により、取締役会が担うべき戦略策定・経営監視機能と執行役員が担うべき業務執行機能との機能分化を図
る。

　（2）当社取締役会は中期経営計画を承認し、取締役・使用人はその戦略・業績計画に基づいて業務を遂行する。

　（3）代表取締役社長は、執行役員に対し業務執行状況の報告を求め、その業務執行が計画どおりに進捗しているか否かを月次の会議（MBR：マ
ンスリー・ビジネスレビュー）にて確認する。

　（4）執行役員の業務執行状況および組織が担う戦略の実行アイテムをITを活用して共有し、経営の効率化を図る。

5．当社グループにおける業務の適正を確保するための体制

　（1）当社は、関係会社管理規程を制定し、当社グループ各社の管理の基本方針を定める。また、当社グループ各社の重要な業務執行について
は、稟議規程において当社の承認や報告が必要な事項を定め、その業務遂行を管理する。

　（2）当社は、当社グループ各社に取締役および監査役を派遣し、その業務執行の適正性を確保する。

　（3）当社コーポレート部門は、当社グループ各社における業務の適正な実施を管理するとともに、必要に応じて指導・助言を行う。

　（4）グループ監査役会を定期的に開催し、各監査役間の情報交換を行うとともに、当社グループ各社における監査の充実・強化を図る。

6．監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関する事項ならびにその使用人の取締役からの独立性
に関する事項

　（1）監査役の職務を補助するため監査役室を設置し、専属の使用人を配置する。

　（2）監査役室は監査役会に所属し、取締役から独立した組織とする。また、監査役室の使用人の人事に関する事項については監査役会と協議
し同意を得る。

7．当社グループの取締役・使用人が監査役に報告するための体制その他の監査役への報告に関する体制

　当社グループの取締役・使用人は、監査役会に対して、当社グループに重大な影響を及ぼすおそれのある事実、リスク管理の状況、内部監査
の実施結果、内部通報の状況と通報等の内容を速やかに報告する。当社監査役は必要に応じて当社グループの取締役・使用人に対して報告を
求める。また、報告者は当該報告をしたことを理由として不利益な取り扱いを受けない。

8．その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制

　（1）代表取締役、各取締役等と監査役会は、定期的な意見交換会を行う。また監査役は、会計監査人や内部監査部門、コーポレート部門とも定
期的な会合を設定し、緊密な連携を図る。

　（2）監査役は、取締役会に加えて重要会議にも出席し、必要に応じて意見を述べる。また、稟議書その他の重要な書類を閲覧する。

　（3）公認会計士・弁護士等の財務および会計、または法務に関する相当程度の知見を有する者を含む社外監査役を通じ、監査の客観性と実効
性を確保する。

　（4）当社は、監査役がその職務の執行について必要な費用を負担し、法令に基づく費用の前払の請求があった場合、確認後速やかに応じる。
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２．反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方及びその整備状況

（1）基本的な考え方

　当社グループは「内部統制基本方針」および、それに基づく「企業倫理・コンプライアンス指針」を制定し、市民社会の秩序や安全に脅威を与える
反社会的勢力・団体に対しては毅然とした態度で臨み、一切の関係を持たないことを宣言しています。

（2）整備状況

　上記の基本的な考え方を実践するために、反社会的勢力対応関連規程を定めるとともに、各種社内研修会等の機会を通じて、企業倫理やコン
プライアンスに関する資料やマニュアルを配布して、組織的かつ継続的な啓発活動に取り組んでいます。

　また、総務部を対応統括部門と定め、警察当局や顧問弁護士、企業防衛対策協議会等との連携・情報交換を行い、反社会的勢力による企業リ
スクの軽減と、被害の防止に努めています。
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Ⅴその他

１．買収防衛策の導入の有無

買収防衛策の導入の有無 なし

該当項目に関する補足説明

株式会社の支配に関する基本方針

上記方針についての取締役会決議の内容の概要は、次のとおりです。

1．基本方針の内容

　上場会社・公開会社である当社の株式は、自由な取引が認められ、当社は、会社の支配権の移転を伴うような大規模な株式の買付提案または
これに類似する行為に応じるか否かの判断は、最終的には、株主のみなさまのご意思に基づき行われるべきものであると考えています。従いまし
て、大規模な株式の買付提案であっても、当社グループの企業価値・株主のみなさまの共同の利益に資するものであれば、これを一概に否定す
るものではありません。

　当社では、企業価値や株主のみなさまの共同の利益を確保・向上させるためには、企業理念体系（Nissha　Philosophy）を礎とし、未来志向型の
企業として常に価値ある製品・サービスを提供することを通じて社会に貢献することが必要不可欠であると考えています。より具体的には、世界に
広がる多様な人材能力と情熱を結集し、継続的にコア技術の拡充を図ること、グローバルベースで市場のニーズを捉え、他社にはできないものづ
くりを通じて付加価値の高い製品・サービスを提供すること、そして人々の豊かな社会を実現することが、当社の企業価値・株主のみなさまの共同
の利益の確保・向上につながるものと考えています。

　当社の財務および事業の方針の決定を支配する者は、このような基本的な考え方を十分に理解し、当社の企業価値・株主のみなさまの共同の
利益を中・長期的に確保し、向上させる者でなければならないと考えています。

　従いまして、上記のような基本的な考え方を十分に理解せず、当社の企業価値・株主のみなさまの共同の利益に資さない不適切な当社株式の
大規模な買付提案またはこれに類似する行為を行う者は、当社の財務および事業の方針の決定を支配する者として不適切であると考えていま
す。

2．基本方針の実現に資する特別な取り組み

　当社は、創業以来培ってきた印刷技術にさまざまな技術要素を融合させながら常にコア技術の拡充を図り、製品と対象市場の多様化、グローバ
ル市場への進出などを通じて事業領域の拡大を実現してきました。当社グループでは3年の単位で中期経営計画を運用していますが、その基本
戦略は事業領域の進化・拡大による事業ポートフォリオの最適化です。

　現在、当社グループは第6次中期経営計画を運用しています。主力のコンシューマー・エレクトロニクス（IT）に加え、モビリティ（自動車）、医療機
器、サステナブルパッケージ資材を重点市場と定め、バランスの取れた事業基盤の構築を図り、グローバルベースの成長戦略の実践による企業
価値の向上を目指しています。

　当社は創業以来、経営者の強いリーダーシップのもと、経営環境の変化に的確に対応した戦略を実践してきました。当社はこのリーダーシップと
ともにコーポレートガバナンスを強化することにより、迅速かつ果断な意思決定が促進され、同時に経営の透明性、公正性を確保することができる
と考え、コーポレートガバナンスを重要な経営課題と認識しています。

　当社は、執行役員制度を導入し、取締役会が担うべき戦略策定および経営監視機能と、執行役員が担うべき業務執行機能との分化を図ってい
ます。また、取締役会のダイバーシティーを推進し、現在の取締役会は、独立性の高い社外取締役4名を含む取締役9名（社外取締役比率44.4％、
女性比率11.1%、外国人比率11.1%）で構成されています。社外取締役は他社での企業経営の経験や製造業での事業経営の経験、コーポレートガ
バナンス、金融経済全般、法務・コンプライアンスに関する高い見識などから有益な指摘、意見を述べ、取締役会の議論は活性化しています。ま
た、2015年10月には、当社はコーポレートガバナンス基本方針を制定しました。当社はその基本方針に基づき、社外取締役が過半数を占めかつ
委員長を務める指名・報酬委員会を設置し、社外取締役の知見を活用することで役員の選任や報酬に関して客観性と公正性の確保を図るととも
に、取締役会の実効性の評価を年1回実施し、取締役会の機能のさらなる向上に努めています。

　当社は、以上の取り組みを継続して実行することによって、当社の企業価値・株主のみなさまの共同の利益の確保・向上を実現できるものと考え
ています。

3．基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務および事業の方針の決定が支配されることを防止するための取り組み

　当社は、2019年3月22日開催の第100期定時株主総会終結の時をもって、当社株式の大規模買付行為に関する対応方針（買収防衛策）を廃止
していますが、当社株式の大規模買付行為を行おうとする者に対しては、大規模買付行為の是非を株主のみなさまが適切に判断するために、必
要かつ十分な情報の提供を求め、併せて当社取締役会の意見等を開示し、株主のみなさまの検討のための時間と情報の確保に努める等、金融
商品取引法、会社法およびその他関係法令を踏まえながら、適切な措置を講じます。

　　

4．上記の取り組みについての取締役会の判断

　上記2および3の取り組みは、基本方針に従い、当社の企業価値・株主のみなさまの共同の利益を確保・向上させるための施策です。

　従いまして、当社取締役会は、上記2および3の取り組みは、いずれも、基本方針に沿うものであり、株主のみなさまの共同の利益の確保・向上
に資するものであり、また、当社の役員の地位の維持を目的とするものではないと考えています。

２．その他コーポレート・ガバナンス体制等に関する事項

≪適時開示体制の概要≫

1．適時開示に関する基本姿勢

　当社は、株主・投資家などステークホルダーのみなさまの当社に対する理解を促進し、当社の企業価値を適切に評価していただくため、「IRポリ
シー」に定める情報開示の方針に従い、会社情報の開示を行っています。会社情報を適時かつ速やかに開示するとともに、正確性、公正性および
継続性に配慮することとしています。また、情報提供の範囲を定めていることに加え、沈黙期間を設定することによって、会社情報の公平な伝達お
よび未公表の重要情報の漏えい防止に努めています。

2．適時開示にかかる社内体制

　当社は、上記の情報開示の基本姿勢を実現するため、代表取締役社長を委員長として、取締役をはじめ事業部門、コーポレート部門などの責
任者から構成される開示統制委員会を設置しています。同委員会は社内の開示体制を構築・運用するとともに、情報開示における情報の重要性
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や開示内容の妥当性を判断しています。

　開示統制委員会で開示が必要と判断された情報は、内容に応じて取締役会の承認を経た上で、速やかに開示する体制となっています。
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